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先
般 、

学
会
待
望
の
『
名
語
記』
(
一
二
六
八
|

一
二
七
五
成)
の
刊
行
が 、

「
田
山
方
南
校
閲

北
野
克
写」

の
も
と
で
行
わ
れ
た 。

語
源
辞
書
で
あ
る
本

舎
を 、

漢
字
音
資
料
の
一
つ
と
し
て
見
る
と 、

も
と
よ
り
漢
字
音
関
係
の
記
述

自
体
そ
う
多
く
を
見
出
せ
な
い 。

し
か
し
な
が
ら 、

そ
の
系
統
の
呼
称
に
つ
い

て
は 、

興
味
深
い
も
の
が
散
見
す
る 。

以
下 、

乙
れ
に
関
し
て 、

刊
行
蓄
に
よ

り
つ
つ
若
干
私
見
を
述
べ
て
み
た
い 。

全
体
を
通
じ
て
「
唐
音
・

和
音
・

呉
音」

の
三
語
が
見
出
さ
れ
る 。

も
っ
と

も
多
い
の
は
「
唐
音」

で
七
例 、

次
が
「
和
音」

で
四
例 、
「
呉
音」

は
一
例

だ
け
で
あ
る 。

補
注

a
和
字
ノ
イ
ロ
ハ
ノ
カ
ハ
ル
ニ
乃
ト

カ
ケ
ル
ハ
イ
ツ
レ
ノ
字
ソ
ヤ

モ
シ

乃

至
ノ
乃
ナ
ラ
ハ

和
音
ニ
ハ
ナ
イ
ト
ヨ
ミ

唐
音
ニ
ハ
タ
イ
也

ノ
ト

イ
フ
ヘ

キ
コ
ト

ハ
リ
ナ
シ

イ
ツ
レ
ノ
字
ト

心
ウ
ヘ
キ
ソ
ヤ
如
何-
了
三
九
オ・
七
九
ぺ

b
問

真
言
師
/
行
法
ニ
フ
ル
物
ヲ
レ
イ
ト

ナ
ツ
ク
如
何

答

レ
イ
ハ
鈴
也

:

音
ニ
ハ
リ
ヤ
ウ
ト

イ
ヒ

周剖
ニ
ハ
レ
イ
ト

イ
ヘ
ル
也
四
|

六
O
?
三
五
ニ

信》

C
キ
ヌ
ヤ
コ
ソ
テ
ナ
ト
ヲ
ツ
ホ
ヲ
ル
ト

イ
フ
事
ア
リ

オ
ル
ハ
折
レ
ハ
ナ
ル
ヘ

シ

ツ
ホ
ノ
義
如
何

ツ
マ
ヲ
ル
也

マ
ハ
モ
ニ
カ
ヨ
ヘ
リ

モ
ハ
唐
音
ニ

ハ
ホ
ト

イ
ハ
ル
、
也
四
1

七
ニ
ォ・
三
七
五
ペ

d
御
ノ
字
ヲ
オ
ム
ト
ヨ
メ
リ

如
何

オ
ホ
マ
ス
ノ
反
ハ
オ
ム
也

訓
ノ
ヨ
ミ

ト
オ
ホ
エ
タ
リ

音
ニ
ハ
唐
音
ハ
キ
ヨ

和
音
ハ
コ
也

コ
レ

呉
音
歎
五
|

ニ
一
ォ
・
四
九
三
ぺ

《短

e
豊
後
国
ノ
フ
ム
如
何

フ
コ
ト

イ
ヘ
ル
ヲ
自
然
ニ
フ
ム
ト

イ
ハ
ル
、

也

ヲ
フ
ム
ト
ヨ
ム
ニ
非
ス

唐
音
ニ
ハ
ホ
ウ

和
音
ニ
ハ
フ"
也
五
l

六
七
オ・
五

豊

八
六
ベ

f
問

カ
フ
リ
ニ
エ
イ
如
何

答

エ
イ
ハ
綾
也

ヤ
ウ
ノ
唐
音
ノ
エ
イ
也

文
官
ノ
人
ハ
霊
綾

武
官
ノ
人
ハ
巻
綾
也
五
|

八
八
オ・
六
二
八
ベ

g
十
ヲ
ト
、
ィ
ヘ
ル
ハ
タ
ル
ノ
反

ツ
也

ツ
ヲ
ト
、
ィ
ヒ
ナ
セ
ル
也

五
音

竪
通
ノ
ウ
へ
和
音
ノ
ツ
ハ
唐
音
ニ
ハ
カ
ナ
ラ
ス

ト
、

ヨ
マ
ル
、

也一
O
l

三
八
オ
・
二ニ
九
三
ペ

O
傍
線
は
本
稿
の
筆
者。

a
d
e
E
な
ど
か
ら
見
る
と、

b
の
「
音
ニ
ハ
」

は
「
和
音
ニ
ハ
」

と
あ
る

ベ
き
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。

刊
行
書
は、

「
音
」

字
の
上
に
い
く
ら
か
の
余
白
を
置
い
て
い
る
が、

あ

る
い
は、

そ
乙
は
原
本
虫
く
い
の
所
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず 、
「
唐
音」

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う 。
「
唐
音」

は 、

a
b
d
e
f

の

具
体
例(
削
初
ト
側」(
側一
h
砿
抽出
官、)
ゃ、
c
g
は、
前
田
本・
黒
川
本
『
色
葉
字
類

抄』

や
観
智
院
本
『
類
爽
名
義
抄』

等
を
参
照
す
る
と
乙
ろ 、

C
は
模
の
モ
・

ボ 、

毛
の
モ
ウ
・

ボ
ウ 、

茂
の
モ
・

ボ
な
ど
遇
・

効
・

流
摂
な
ど
の
明
母
一

等

字
の
音
を 、

g
は
都
の
ツ・
ト 、

図
の
ヅ・
ト 、

頭
の
ヅ・
ト・
ト
ウ
な
ど
退
・

流

摂
な
ど
の
舌
頭
音
一

等
字
の
音
を
そ
れ
ぞ
れ
い
っ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
と
の

注
l

二
点
に
よ
り 、

今
日
い
う
『
漢
音』
(
系
字
音)
の
呼
称
で
あ
っ
た
と
い
え
る 。

乙
の
よ
う
な
意
で
唐
音
の
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は 、

中
古
・

中
世
を
通
じ
て

さ
ほ
ど
な
い 。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は 、

平
安
時
代
t

鎌
倉
時
代
写
に
な
る

九
条
家
本
『
法
華
経
音』

巻
末
の
声
点
図
中
の
も
の
で
あ
る 。

そ
の
ほ
か
に

今2
9u

は 、

馬
淵
和
夫
・

沼
本
克
明
両
氏
に
よ
り 、

『
古
事
類
苑』

か
ら
の
引
用
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
い
る
『
後
京
極
摂
政
記』

正
治
三
年
(
一
二
O

こ

の
記
述
中

の
も
の
く
ら
い
し
か 、

現
時
点
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い 。

乙
の
点
に
お
い
て

も 、
『
名
語
記』

は
貴
重
で
あ
る 。

次
に 、
「
和
音」

に
移
っ

て
み
よ
う 。
『
名
語
記』

で
「
和
音」

は 、
「
唐
音」

と
対
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
ょ
う
で
あ
る
乙
と 、

a
d
e

な
ど
に
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お
け
る
そ
の
具
体
例、

ま
た、

右
述
の、

g
で
と
り
扱
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
漢

字
の
音
の
と
と
な
ど
を重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と乙
ろ、

今
日
い
う
『
呉
音』
(
系

母式。

{子
音)
の
呼
称
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
よ
う
が
な
い。

さ
て、

残
る
「
呉
音」
は
何
の
呼
称
か。
た
っ
た
一
つ
の
具
体
例
と
い
う
と

と
か'
り
し
て
も、

細
か
な
検
討
は
無
理
で
あ
る。

た
だ
し、
と
の
蓄
に
お
け
る

「
唐
音」
と
「
和
音」
の
対
と
い
う
べ
き
関
係
ゃ、
乙
の
二
語
の、
「
呉
音」
と

い
う
語
よ
り
も
多
い
出
現
回
数、
そ
し
て
d
で
は
音
で
な
く
訓
を
「
呉
音
歎」

と
い
っ
て
い
る
と
と
な
ど
か
ら
推
定
す
る
と、
『
名
語
記』
の
「
呉
音」

は、

日
本
漢
字
音
の
多
く
を
占
め
る
「
唐
音」
「
和
音」
の
坪
外
の
も
の

特
殊
な
い

尚三
組処

し
は
特
別
の
漢
字
音
|
の
呼
称
で
な
か
っ
た
か、
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る。

乙
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
と
が
ら
を、
『
名
語
記』

の
成
立
年
代
を
か
え
り

見
つ
つ
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る。

《
鎌
倉
時
代
中
期
に
は、

今
日

い
う
『
漢
音』
を
「
唐
音」
と、
『
呉
音』
を
「
和
音」
と、
そ
し
て
「
唐
音」

「
呉
音」
の
玲
外
の
音
を
「
呉
音」
と
呼
ぶ
学
派
が
あ
っ
た。
》

と
こ
ろ
で、

鎌
倉
時
代
中
期
以
前
に
は、
「
唐
音」
「
和
音」
「
呉
音」

の
ほ

注
5

か、
「
正
音」
「
漢
音」
「
対
馬
音」

な
ど
の
呼
称
も
あ
っ
た。

乙
れ
ら
の
呼
称

注
6

と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は、

多
く
の
先
学
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
来
た。

今
日

の
通
説、
い
な
定
説
と
い
う
べ
き
か、

に
よ
る
と、

大
筋
に
お
い
て
は、
『
名

語
記』
な
ど
の
い
う
「
唐
音」
は
「
正
音」
「
漢
音」

に
当
た
る
と
い
う
と
と

に
な
ろ
う。
ま
た、
「
和
音」
「
呉
音」
「
対
馬
音」

は、

ほ
ぽ
同
系
の
も
の
の

異
称
と
い
う
ζ
と
に
な
ろ
う
が、
『
名
語
記』
で
は、
と
と
「
和
音」

と
「
呉

音」
と
は
別
の
も
の
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る。

い
ず
れ
に
せ
よ、

今
後、
『
名
語
記』

自
体
に
お
け
る
呼
称
の
性
格
を
よ
り

明
ら
か
に
す
る
上
で
も、
『
名
語
記』
の
そ
れ
と
『
名
語
記』

以
前
の
そ
れ
と

の
関
係
を
追
究
し
て
行
く
必
要
が
あ
る。

ま
た、
『
名
語
記』

成
立
当
時
そ
し

て
以
降
の
そ
れ
と
の
関
係
も
し
か
り
で
あ
る。

数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら

の
課
題
に
つ
い
て、

本
一柄
の
筆
者
は
十
分
に
述
べ
る
ほ
ど
の
準
備
が
な
い
の
で

あ
る
が、

管
見
の
限
り
で
は、

鎌
倉
時
代
以
前
に
は
今
日
い
う
『
唐
音』
と
い

う
呼
称
に
相
当
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
と
と
あ
い
ま
っ
て、
と

り
わ
け
興
味
深
く
感
ぜ
ら
れ
る
の
は、
『
名
語
記』

以
降
の
次
の
よ
う
な
問
題

で
あ
る。

《
室
町
時
代
に
お
け
る
代
表
的
な
呼
称
は、
た
と
え
ば、
ロ
ド
リ
ゲ

注
7

ス
著
『
日
本
大
文
典』
に
端
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
よ
う
に、
「
呉
音」
「
漢

音」
「
唐
音」
の
三
つ
で
あ
る。
乙
れ
ら
は、
お
の
お
の、

今
日
い
う
『
呉
音』

『
漢
音』
『
唐
音』
(
系
字
音)

に
相
当
す
る。

乙
と
に、
『
名
語
記』

の
い
う

「
唐
音」
「
和
音」
は、
そ
れ
ぞ
れ
「
漢
音」
「
呉
音」

に
代
わ
り、

そ
し
て、

そ
の
「
唐
音」
は、

宋
代
以
降
の
中
国t自
に
も
と
づ
く
日
本
漢
字
音
の
呼
称
と

な
っ
た
乙
と
が
知
ら
れ
る。

さ
て、

そ
の
よ
う
な
変
化
の
原
因
は
何
か、

ま

た、

そ
れ
は
鎌
倉
中
期
以
降
の
い
つ
生
じ
始
め
た
の
か。
「
和
音」

は
ど
と
へ

行
っ
た
の
か。
》

乙
れ
ら、

種
々
の
問
題
を
解
く
上
で
も、

写
本
焼
失
の
た
め、

惜
し
く
も
こ

の
た
び
の
刊
行
蓄
に
は
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
巻
七
の
出
版
が
待
た
れ
る。

注
ー

も
ち
ろ
ん 、
ζ
の
と
と
は 、
「
唐
音」
と
呼
ば
れ
た
す
べ
て
の
音
が 、

完
全
K
今
日
い
う
『
漢
音』
と一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い 。
大
筋
に
お
い
て 、
な
い
し
は
全
般
的・
全
体
的
に
見

て
そ
う
い
え
る
だ
ろ
う
と
い
う
窓
で
あ
る 。
以
下 、
「
和
音」
や
「
漢
音」

等
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る 。
な
お 、
e
の
「
笠」
の
『
広
筒』
に
お
け

る
声
調
は
平
声
な
の
で 、
「
ホ
ウ」
「
フ」
の
『
名
語
記』
に
お
け
る
声
調

は 、
今
日
い
う
そ
れ
ぞ
れ
『
漢
音』
ま
た
『
呉
音』
の
声
調
の一示
す一
般

的
な
傾
向
に
合
わ
な
い 。
し
か
し 、
そ
の
よ
う
な
も
の
は 、
今
日
い
う

『
漢
音』『
呉
音』
の
中
に
も
数
多
く
見
出
さ
れ
る
の
で 、
乙
れ
を
も
っ

て 、

「
ホ
ウ」
「
7」
を
そ
れ
ぞ
れ
今
日
い
う
『
漢
音』
『
呉
音』
で
な
い
と
決
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め
る
と
と
は
で
き
な
い 。

注
2

馬
出川
氏
(
『
日
本
商
学
交
の
研
究
』

E
一

O
六
六
ベ
)

、

沼
木
氏
(
『
平

安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』

二
七
ニ
ベ
)

。

な
お 、

『
悉
曇
要
訣』
の
中
に
も
「
唐
音」
は
現
れ
て
い
る
が 、
そ
れ
は 、
早
く

山
山
孝
雄
氏
(『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究』
一
六
四
ベ)
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に 、
「
中
国
音」
と
い
っ
た
意
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る 。

注
3

な
お 、
e
の
「
フ」
に
つ
い
て
は
1
参
照 。

注
4

乙
れ
ら
「
持
外」
「
特
殊
な
い
し
は
特
別」
な
ど
と
い
っ
た
認
識
は 、

い
う
ま
で
も
な
く
『
名
語
記』
作
者
経
尊
に
お
い
て
の
も
の
で
あ
る 。
し

た
が
っ

て 、
今
日
い
う
『
漢
音
』
『
呉
音
』

系
字
音
の
あ
る
も
の
が 、
経

尊
に
お
い
て
は
「
呉
音」
で
あ
っ
た
な
ど
と
い
う
可
能
性
も
十
分
あ
る 。

注
5

参
考
ま
で
に
述
べ
る
と 、
「
対
馬
音」
に
関
し
て
は 、
岡
田
希
雄
氏(「
鎌

倉
期
の
語
源
辞
書
名
語
記
十
枯
に
就
い
て」
刊
行
舎一
四
三
四
ベ)
に
よ

る
と 、
巻
七
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
と
い
う 。

O
日
本
国
ノ
文
字ノ
音
ノ
ヨ
ミ
ヲ
ツ
シ
7
ノ
ヨ
ミ
ト
イ
ヘ
ル
如
何 、
コ
レ

ハ
第一
/
巻
ニ
ク
ハ
シ
ク
申
セ
リ 、
両
様
ア
リ 、

一
ニ
ハ
対
馬
ノ
義 、

二
ニ
ハ
秋
津
嶋
ノ
義
也
(
巻一
は
欠
本 、
巻
七
は
刊
行
書
に
は
入
っ

て

い
な
い 。)

岡
田
氏
は 、
乙
れ
に
つ
き 、
「
対
馬
音
は
所
謂
呉
音
で
あ
る」
と
い
う 。

し
か
し 、
乙
と
刊
行
書
内
に
は 、
「
対
馬
音」
と
い
う
語
は
見
出
せ
ず 、

ま
た 、
そ
れ
が
「
所
謂
呉
音」
か
否
か
を
考
え
る
手
が
か
り
も
な
い 。

注
6

た
と
え
ば、
注
2
馬
淵
氏
第
三
筋
第
三
章、
沼
本
氏
本
論
第
二
章
や
二

七
O
ぺ
t

二
七
三
ペ

、
『
国
語
学
大
辞
典
』
「
日
本
漢
字
音
」
(
林
史
典
氏

執
筆) 、
高
松
政
雄
氏
『
日
本
漢
字
音
の
研
究
』

序
章
な
ど 。

注
7

土
井
忠
生
氏
訳
本
六
六
五
ぺ

。

〔
補
注〕口
「
和
字:・
字
ソ
ヤ」
は 、
「
か
な
で
い
ろ
は
の
文
字
を
書
く
時
に

は 、
「
同
じ
音
を
い
ろ
い
ろ
字
を
か
え
て
書
く 。
と
こ
ろ
で 、
『
の』
の
音

を
『
乃』
と
書
く

時
が
あ
る
が 、
そ
の
『
乃』
は
ど
の
漢
字
か
ら
来
た
も
の
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な
の
か 。」
の
窓
と 、
私
に
解
し
て
み
た 。

(
五
八・
四・
十
六)

!|
山
形
大
学
助
教
授
||

(
昭
和
五
十
八
年
四
月
十
八
日

受
理)




